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は､Froesch16Mapをハミル トニアン2 2 oo
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9だからといって結合したものが最終 KAM トー ラスを保持しているとは限らないが､ここではそれには触れない｡
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図7:周波数空間での頻度分布の素子の非線形パラメータ〟依存性｡結合強度♭=0.00201×1010
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百石 房 {erf(読 ト erf(す義 )}{x2eXp(一基 ,-xleXp仁志 ,}
3
･宮7番 erf(義 ,-erf(義 )}{y2eXp(-蛋 )-yleXp(一基 ,}(18)
t~ラ
となる.エラーファンクションをZ=(刃のまわりで展開すると
















































































































































































0 1/41/3 1/2 2/33/4 1 0































































































































































































2; 与l}:_.i r~~~｢a,.1.- I
艶. し+T






























































































































































































































































































































































































? ? ??? ?





















































p2 - 0 (pl軸方向)
p1 - 0 (p2軸方向)
pl-P2 -0(崩壊した共鳴線に横断的な方向)
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Dpl - 響 (pl軸方向)
Dp, - 竺三誓 (p2軸方向)
Dpl -誓+b2 (崩壊した共鳴線に横断的な方向)
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うかは調べてみる価値があると思われるO
7.6 今後の課題
本研究はまだ未完である｡よって､延長上にすぐになされるべきことを以下に挙げておく｡
まず､さらに自由度を大きくしていった時､系の振舞いがどのように変わるかを調べるという
ことである｡これは､7.3で挙げた予備計算を推し進め､予想の真偽を確かめるということにあ
たる｡
また､異なるモデルでも確かめてみなければならない.lKK89,KK90]で見出された大自由度
系の拡散係数の結合力に対するべき依存は､Froesch16Mapの非線形パラメータをK-0とし
た素子を､最近接もしくは大域的に結合したモデルに対してである｡これらのモデルで兄いださ
れたべき依存性が､一体どういうメカニズムによるものなのかということが本研究の延長で調べ
られるはずである｡
次に､運動が周波数空間内で一次元的であったり､二次元的であったりするときに相空間の運
動の振舞いの違いはどのように特徴づけられるかを調べるということがある｡これはリアプノフ
ベクトルの振舞いで特徴づけられるかも知れない｡
本研究では同じ素子を複数結合した場合しか扱わなかった｡しかし､ヘテロな素子を結合する
となにが起こるのかも調べなければならない.予備計算によると､異なる非線形パラメータをも
つ素子を結合したところ､wl方向とLJ2方向で高次の共鳴線への頻度分布が異なっていたOその
ような状況下で結合の強さを変えていった場合､共鳴線の崩壊の仕方は系のヘテロ性を強く反映
すると予想される｡それが周波数空間上の易動度にどのように影響するかを確かめてみる必要が
ある｡
また､結合項を非対称にすることにより主要な寄与をする結合共鳴を違うものとした場合､系
の性質はどのように変わるのか｡そのことを調べることにより､ハブの存在条件/位置に対して
も定量的なことが言えるようになると考えられる｡
第 5章で遷移を考えた時､周波数空間の亀城によって易動度に差があることは言えたが､少な
くとも調べた範囲では切れ味の良い方向性のある遷移は見出せなかった｡これは保存量のある可
逆な力学系を扱っているのだから当然といえば当然である｡ならば散逸が入ると振舞いはどのよ
うに変わるのかを調べるのは興味深い問題である｡そのとき､ハミルトン力学系の共鳴条件は､
まったく性質の異なる散逸力学系のロッキング状態を表すことになり､この違いをどのように統
一的に扱うかを考えなければならない｡この研究は例えば､本研究で用いた StandardMapを用
いた各素子に摩擦を加えていくことで実現される｡摩擦を加えた極限では､散逸力学系の基本的
モデルであるCircleMapを素子として結合した系と等価になり､同一のパラメータ空間上で散
逸が動力学に及ぼす効果を考察できることになる｡これは､最小の多自由度系である3つの結合
した回転子を､2自由度の写像で表して､さらに､力学系のクラス分けを越えて､統一的に扱お
うということである｡
また､調べている系と同じハミルトニアンで記述される量子系の振舞いがどのようなものであ
るのかは､やはり興味深い｡現在重視している周波数空間とヒルベルト空間での力学をどのよう
に対応付けて扱うかは全く自明ではないが､波動関数の時間発展の様子は共鳴線の構造を反映し
たものになるのか､あるいは全く関係づけられないのかは調べてみる価値がある｡そのようにし
て得られた知見は現実的な化学反応系を考える上でも有用なものとなるであろう｡
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